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－参考資料－ 

  2026年8月20日 

ライオン株式会社 

ライオン、タイの職域におけるオーラルヘルスケアサービスの展開可能性を初期検証 

―在タイ法人向けセミナーで行動変容と企業ニーズ双方を確認、 

『SPORTEC Thailand 2026』では100社超の企業担当者と接点獲得― 

 

 ライオン株式会社（代表取締役兼社長執行役員：竹森 征之）は、タイにおける職域向けオーラルヘルスケア

サービスの展開可能性を検証するため、在タイ法人向けのオーラルケアセミナー提供と、2026年6月にバンコクで

開催された『SPORTEC Thailand 2026』“KENKO Investment for Health（日本型健康経営）”ブースへの出展を実施

しました。 

その結果、セミナーを通じてセルフケア製品の見直しや歯科受診意向などの意識や行動を変えることができ

ました。また、展示会では100社以上の在タイ企業の人事・健康関連担当者、政府関係者との接点を獲得し、

職域における健康づくり施策としての関心を確認できたことで、製品とサービスの融合による新たな収益機会

の可能性を見いだすことができました。 

当社は、2030年までにアジア5億人にオーラルヘルスケア習慣を広げることを目標に掲げており、今回の結果

をもとに、日本国外での初期検証先であるタイを起点とした事業展開の可能性を検討してまいります。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

左）ジェトロ・バンコク事務所、右）ヤマトエスロン（タイランド）株式会社でのセミナーの様子 

 

１．在タイ法人向けセミナーで意識・行動変容を確認 

タイの法人向けオーラルヘルスケアサービスの展開に向けた初期検討の1つとして、当社の法人向けウェル

ビーイングサポートサービス『おくちプラスユー』で提供しているオーラルヘルスケアセミナーを、ジェトロ・バンコク

事務所、ヤマトエスロン（タイランド）株式会社の職員向けにそれぞれ実施しました。 

セミナーでは、むし歯や歯周病のメカニズム、セルフケア製品の使い方、プロフェッショナルケアの重要性など

を約70名に紹介しました。セミナー後に実施したアンケートでは、回答者全員が「オーラルヘルスケアへの意識

が向上した」と回答しました。また、8割以上がセミナー後にセルフケア製品の購入・買い替えにつながったと回答

し、6割以上が今後歯科医院を受診する意向を示しました。知識の習得にとどまらず、具体的な行動・意識変容

につながったことが確認されました。これにより、同セミナーがタイの就労世代におけるオーラルヘルスケア習慣

づくりを後押しする可能性が示されました。 
 

＜企業担当の声＞ 

ヤマトエスロン株式会社（タイランド） 

マネージングダイレクター 日浦 孝昌 氏 

今回のオーラルケアセミナーで、むし歯や歯周病に関する知識だけでなく、口腔内の健康が糖尿病

や心臓病など全身の健康にも深く関わっていることを学びました。また、正しい歯みがき方法などの

実践的な口腔ケアについても理解が深まりました。今後の健康維持に活かしていきたいと思います。 
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お問い合わせ窓口 
ライオン株式会社 〒111-8644 東京都台東区蔵前 1-3-28 

＜報道関係の方＞ 広報部 03-6739-3443 

２．『SPORTEC Thailand 2026』で100社以上の企業のニーズを把握 

さらに当社は、2026年6月にバンコクで開催され、約1万6千人が来場した『SPORTEC Thailand 2026』において、

国立研究開発法人 産業技術総合研究所及び経済産業省と連携し、“KENKO Investment for Health（日本型

健康経営）”ブースに、唯一のオーラルヘルスケアサービス事業者として出展しました。 

会期中は、職域でのオーラルヘルスケアの重要性や、日本国内での『おくちプラスユー』の実績を紹介しました。

その結果、タイ政府関係者や歯科関係者のほか、100社以上の在タイ企業の人事・健康経営領域担当者との

接点を獲得しました。特に、従業員の生産性向上や人材の採用・定着に課題意識を持つ企業担当者からは、

福利厚生施策や従業員教育の一環として活用できるのではないかといった期待の声が寄せられました。この

ことから、タイの職域における健康づくり施策として、一定のニーズがあることを確認しました。 

 

３．今回の検証で得られた知見 

今回の検証により、タイにおける職域向けオーラルヘルスケアサービスが、従業員の行動変容を促す効果

があること、また企業側にも健康づくり施策の一環としてのニーズがあることを確認できました。これにより、日本

で先行したサービスモデルがタイ市場においても、受容される可能性があることが示されました。 

 

４．今後の展開 

当社は今後、今回得た結果やネットワークを活用しながら、現地の企業や就労世代のニーズに即したサービス

開発を進めてまいります。併せて、「新習慣の創出」と「習慣化の実践としてのサービス提供」を軸に、製品と

サービスを組み合わせた価値提供を強化していきます。 

また、引き続き経済産業省の「健康経営のグローバル展開の推進」施策※とも連携しながら、アジア各国の

職域におけるオーラルヘルスケア習慣の定着と健康経営の促進に取り組んでまいります。 
※ 経済産業省「第６回 健康経営推進検討会事務局資料」 

 

■おくちプラスユー 

当社では、企業の従業員をはじめとした法人向けに、オーラルヘルスケアの習慣づくりを支援するサービス

を提供しています。具体的には、唾液検査やセミナー、歯科医院の受診を促し、その後のセルフケアの習慣化

まで支援するプログラムです。 

▼詳細はこちら 

法人向けウェルビーイング（健康経営）サポートサービス 

『おくちプラスユー』 

https://go-lion.jp/Oral-kenkou208 

 

【関連情報】 

・統合レポート「オーラルヘルスケアの成長加速」 

・ニュースリリース「ライオン、国立研究開発法人 産業技術総合研究所や経済産業省と連携し、タイにおける

健康経営支援としてオーラルヘルスケアサービスを紹介― 『SPORTEC Thailand 2026』“KENKO Investment 

for Health（日本型健康経営）”ブースへ出展 ―」 

2026年6月18日 

・ニュースリリース「歯と口から企業の健康経営®をサポートするサービス 「おくちプラスユー」の導入数が累計

200件、利用者数が累計10万人を突破！」 

2026年1月16日 

以上 

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/health_management/pdf/006_02_00.pdf
https://go-lion.jp/Oral-kenkou208
https://www.lion.co.jp/ja/ir/library/ar/2026/pdf/ir2026.pdf
https://www.lion.co.jp/ja/newsroom/news/2026/5141
https://www.lion.co.jp/ja/newsroom/news/2026/5141
https://www.lion.co.jp/ja/newsroom/news/2026/5141
https://www.lion.co.jp/ja/newsroom/news/2026/5043
https://www.lion.co.jp/ja/newsroom/news/2026/5043

